






東 北 大 学 大 学 院 環 境 科 学 研 究 科

























































































































































































































































































東北大学　名誉教授 浅野  裕一
第四章　　墨家の節倹思想
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し敵兵や暴徒や盗賊が侵入したとき、甲や盾や五種類の兵器
を備えている者は撃退できるし、保有していない者は自衛で
きない。そこで古代の聖人は、甲や盾や五種類の兵器を発明・
製作したのである。すべて甲や盾や五種類の兵器を製造する
原理は、軽くて鋭利で、堅牢で折れにくいとの実用性を増す
点にある。そのため、華美で実利を増さない武器は、これを
排除する。いったい舟や車を製作するのは、何の目的で作る
のであろうか。車輛はそれで丘や野を越え、船舶はそれで河
川や渓谷を進み、（物資や人員を輸送して）広く四方と通商の
利益を交わす。すべて舟や車を製作する原理は、性能が軽快
で通商の利益を増す点にある。ために華美で実利を増さない
舟や車は、これを排除するのである。
　およそ聖人がこれらの器物を製造する場合には、人間に実
利を増さないのに作るということはしない。だからこそ、そ
れらの製作に使用する財貨を浪費せず、それらの製造に使役
する人民の生産能力も疲労させずに、広く新たな利益を興せ
るのである。さらにまた、為政者たちが道楽で真珠や宝石、
珍奇な鳥獣や猟犬・駿馬などを収集・飼育することをやめ、
その費用で実用的な衣服や住居、甲や盾や五種類の兵器、舟
や車などの数を増そうとすれば、以前に数倍させることすら、
決してできない相談ではない。
　墨子は、無用な消費の節約による、実用的富の増産を提
案する。ただし節倹とは言っても、そもそも庶民に贅沢三
昧をするほどの財産があるわけではないから、これはもっ
ぱら、統治階層に対する要請となる。墨家は、統治階層が
人民を労役に駆り出したり、生産と供出を各戸に割り当て
て、衣服・邸宅・武器・舟車などを生産させる際には、ひ
たすら実用性のみを追求して、一切の装飾性を排除し、国
富の消耗と民衆の生産能力の疲弊とを避けるよう求める。
　こうすれば、生産数量が同一の場合、それまで装飾に費
やされてきた分の富が、国家と人民の双方に蓄積されて行
く。さらに、統治階層が珠玉・鳥獣・犬馬などをかきあつ
める道楽をやめ、その費用を実用品の生産に振り向ければ、
当然実用的富の数量は、何倍かに増加する。要するに国富
倍増の成否は、統治階層が自らの奢侈・贅沢への欲望を自
制できるか否かの一点にかかることとなる。
　ただし、ここで墨家の言う国富の倍増とは、装飾性を排
除し、奢侈品を去って、実用品の数量を倍増するというに
過ぎず、用途を問わぬ富の絶対量自体が倍増するわけでは
ない。すなわちこれは、奢侈・装飾から実用的機能への質
的転換であって、量そのものの拡大はないから、国富の倍
増とは称しながら、墨家は追求すべき国富の総量に対し、
暗黙のうちに一定の限度枠を設定していることになる。
　墨子は節用の一環として、葬儀にかける費用の節減と、
喪に服する期間の短縮をも訴えた。その理由は、次に示す
ように、古代中国における葬儀があまりにも盛大なもの
だったからである。
　故に子墨子言いて曰く、然らば則ち姑らく嘗みに之を稽ら
ん。今唯毋厚葬・久喪を執る者の言に法りて、以て事を国家
に為さば、此れ王公・大人の喪有る者に存りては、曰く、棺
椁は必ず重ね、葬埋は必ず厚く、衣衾は必ず多く、文繍は必
ず繁く、丘朧は必ず巨きくせよと。匹夫・賤人の死する者あ
るに存りては、殆ど家室を褐くさん。諸侯の死する者あるに
存りては、庫府を虚くして、然る後に金玉・珠璣は身に比な
り、綸組もて節約して、車馬は壙に蔵せらる。又た必ず多く
屋幕・鼎・几梃・壺濫・戈剣・羽旄・歯革を為め、寝せて之
を埋めて、意を満たす。死を送ること徙るが若し。曰く、天
子の殉を殺すこと、衆き者は数百、寡なき者は数十なり。将
軍・大夫の殉を殺すこと、衆き者は数十、寡なき者は数人な
りと。（『墨子』節葬下篇）
　そこで墨子先生は言われた。それでは、しばらく試みに（厚
葬・久喪の是非・利害について）計り考えてみよう。現在い
たずらに厚葬・久喪に固執する者の説に従って、国中で葬儀
を行ったならば、次のようになろう。すなわち王公・大人の
葬儀の場合には、内棺と外郭は必ず幾重にも重ね、埋葬は必
ず地中深く埋めて厚く土を盛り、死者を覆う衣服や裘は必ず
何重にも重ね、棺椁や衣服には必ず彫刻や刺繍を隙間なく施
し、墳丘は必ず巨大にせよ、と命ずるであろう。一般庶民が
死んだ場合には、ほとんど家財を使いはたすであろう。諸侯
が死んだ場合には、武器庫の備えや国庫を空にしてまでも、
黄金や珠玉を死者の身体一面に飾りつけ、それらを真綿と組
み紐で結びつけ、戦車や馬を坑に埋める。さらにまた、必ず
（故人の愛用していた）大量のとばりや幕、鼎や敦などの青銅
器、机や敷物、壺や水盤、矛や剣、羽毛で飾った軍旗、象牙
や猛獣の皮革などを整え、墓室の床に並べて埋め、死者の心
を満足させようとする。死者を送る葬列は、まるで（王宮が）
そっくり移転するかのようである。また（厚葬・久喪に固執
する者は）次のようにも言う。天子の葬儀にあたっては、殉
死者として殺す人数は、多い時には数百人、少ない時でも数
十人である。卿や大夫の葬儀に際しては、殉死者として殺す
人数は、多い場合には数十人、少ない場合でも数人が標準で
あると。
　ここに詳細に記されるように、古代中国における葬儀は盛
大を極め、副葬品を運搬する葬列は、あたかも宮殿がそのま
ま移転するようで、莫大な富が地中に埋められた。続いて墨
家は、遺族が長期間喪に服する有様を描写する。
　喪に処るの法は、将に奈何せんとするや。曰く、哭泣は声
翕を秩えず、縗絰して涕を垂れ、倚廬に処りて、苫に寝ね凷
を枕とす。又た相率いて強いて食わずして飢うるを為し、衣
を薄くして寒ゆるを為し、面目をして陥撮に、顔色をして黧
黒に、耳目をして聡明ならず、手足をして勁強ならずして、
用うべからざらしむ。又た曰く、上士の喪を操るや、必ず扶
けられて能く起ち、杖つきて能く行き、此を以て共すること
三年なりと。
　若し若の言に法り、若の道を行い、王公・大人・士君子を
して此を行わしめば、則ち必ず蚤く朝して晏く退き、五官・
六府を治め、草本を辟き、倉廩を実たすこと能わざらん。農
夫をして此を行わしめば、則ち必ず蚤く出でて夜に入り、耕
稼樹芸すること能わざらん。百工をして此を行わしめば、則
ち必ず舟車を修め、器皿を為ること能わざらん。婦人をして
此を行わしめば、則ち必ず夙に興き夜に寐ね、紡績織紝する
こと能わざらん。細に厚葬を計るに、多く賦財を埋むるを為
す者なり。久喪を計るに、久しく事に従うを禁ずるを為す者
なり。財以に成る者は、扶せて之を埋め、後に生を得る者は、
久しく之を禁ず。此を以て富むを求むるは、此を譬うるに、
猶お耕すを禁じて穫を求むるがごときなり。富むの説は得べ
きこと無し。是の故に以て国家を富まさんことを求むるは、
而ち既已に不可なり。（『墨子』節葬下篇）
